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職
業
訓
練
校
校
長

市

川　

肇

理
事
長

村
田
隆
男

組織・担当役員業務分担組織・担当役員業務分担

副
理
事
長

監

物　

光

県議顧問団代表 堀 江 則 之
顧 　 問 櫻 井 俊 雄
相 談 役 早 川 良 夫
相 談 役 歌 川 　 明

監　事
加 藤 愼 吾
海 藤 定 吉
沼 田 郁 夫

理事会計
𡈽 田 和 治
萩 原 繁 夫
島 永 義 治 副

理
事
長

山

本　

均

副
理
事
長

副
理
事
長

舩
木
家
國

副
理
事
長

市

川　

肇

広報委員会
◎ 伊 藤 祐 吉
○ 島 永 義 治
市 川 　 満
髙 橋 　 良
猪 俣 寿 久

副校長
柳 川 辰 男
（訓練校部会）

経営対策委員会
◎ 間 川 輝 男
○ 磯 和 宏 一
久保田和男
林 　 好 重

厚生委員会
◎ 佐 藤 広 章
○ 山 内 昭 次
星野美智男
伊 沢 　 豊
佐久間一郎

技能振興委員会
◎ 柳 川 辰 男
○ 監 物 庄 二
早 川 　 誠
𡈽 田 和 治
石 本 雅 裕
別 府 善 一

総務委員会
◎ 萩 原 繁 夫
○ 舩 木 弥 一
二 木 哲 也
大 石 孝 司
荻 野 圭 吾

青 年 部
部　長
早 川　 誠

副部長兼関ブロ監事
萩 原 武 史

副部長兼会計
監 物 太 一

監　査
金 子 友 和

相談役
柿 澤 靖 夫

相談役
市 川 貴 章

関東甲信越板金工業組合協議会
常 任 理 事 村 田 隆 男
理 事 監 物 　 光
理 事 舩木家國
評 議 員 市 川 　 肇

全国板金業国民健康組合
県 支 部 長 村 田 隆 男
組合会議員 監物　光
法 令 遵 守
担当責任者 林 　 好 重

神奈川県技能士会連合会
理 事 市 川 　 肇
代 議 員 𡈽田和治
代 議 員 監 物 庄 二
代 議 員 早 川 　 誠

◎：委員長　　○：副委員長

○技能検定講習（実技・学科）
○技能フェスタ
 プラザフェスタ
○学校訪問（体験教室）
○技能コンクール
○技能士の集い
○技能向上研修
○飾り工芸等（伝統技能講習）
○その他

○総代会
○賀詞交歓会
○安全大会
○出資証券見直し
○移動理事会、忘年会
○その他

○県版かながわの発刊
○事業所訪問
○県板事業の
 情報収集＆提供
○ホームページ
○その他

○パンフレットの作成
○責任施工保証制度
○登録基幹技能者
 資格更新＆取得
○基幹技能士向上訓練
○その他

○レクリエーション大会
○全板大会
○国保総会
○ゴルフコンペ
○その他

スマホにも対応してます

　

平
成
三
十
年
五
月
二
十
三

日（
水
）
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
に
お
い
て
、
第
五
十
一

回
神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合

通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

定
刻
よ
り
昨
年
に
引
き
続

き
、
司
会
に
舩
木
弥
一
理
事

（
大
船
・
榮
）
が
行
い
本
日

の
出
席
状
況
の
発
表
が
あ

り
、
出
席
者
三
十
四
名
委
任

状
十
一
名
で
総
代
会
は
成
立

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
次
第
に
し
た

が
っ
て
開
会
の
辞
、
黙
祷
、

理
事
長
あ
い
さ
つ
と
続
き
来

賓
の
紹
介
を
、
深
澤
事
務
局

長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
議
長
団
選
出
に
移

り
、
会
場
か
ら
司
会
者
一
任

の
声
が
か
か
り
、
山
内
理
事

（
旭
・
瀬
谷
）
佐
藤
理
事（
厚

木
）
が
議
長
に
指
名
さ
れ
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号

議
案
ま
で
議
案
書
ど
お
り
に

承
認
さ
れ
、
議
長
団
は
解
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
方
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
山
本
副

理
事
長（
平
塚
）
の
閉
会
の

辞
で
第
五
十
一
回
通
常
総
代

会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
を
は
さ
み
懇
親

会
会
場
に
移
動
し
、
萩
原
理

事（
保
土
ヶ
谷
）

の
司
会
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、

こ
こ
か
ら
参
加

の
来
賓
紹
介
が

深
澤
事
務
局
長

か
ら
あ
り
、
代

表
し
て
堀
江
議

員
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
き
歌
川

相
談
役
の
乾
杯

で
祝
宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

中
締
め
の
時
間

と
な
り
、
早
川
相

談
役
が
音
頭
を
と

り
、
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

第
五
十
一
回

第
五
十
一
回

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合

神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合

二
〇
一
八
年

理
事
長　

村
田
隆
男
（
神
奈
川
）

副
理
事
長　

市
川　

肇
（
厚

木
）

同
　

監
物　

光
（
大

和
）

同
　

舩
木
家
國
（
大
船
・
栄
）

同
　

山
本　

均
（
平

塚
）

理
事
会
計　

𡈽
田
和
治
（
金

沢
）

同
　

萩
原
繁
夫
（
保
土
ヶ
谷
）

同
　

島
永
義
治
（
川

崎
）

理

事　

星
野
敏
彦
（
鶴

見
）

同
　

星
野
美
智
男
（
港

北
）

同
　

別
府
喜
一
（
神
奈
川
）

同
　

市
川　

満
（

緑

）

同
　

山
内
昭
次
（
旭
・
瀬
谷
）

同
　

石
本
雅
裕
（

西

）

同
　

髙
橋　

良
（

中

）

同
　

伊
藤
祐
吉
（

南

）

同
　

林　

好
重
（
港

南
）

同
　

間
川
輝
男
（
戸

塚
）

同
　

佐
久
間
一
郎
（
磯

子
）

同
　

磯
和
宏
一
（
藤

沢
）

同
　

舩
木
弥
一
（
大
船
・
栄
）

理

事　

伊
沢　

豊
（
鎌

倉
）

同
　

荻
野
圭
吾
（
横
須
賀
）

同
　

二
木
哲
也
（
茅
ヶ
崎
）

同
　

柳
川
辰
男
（
小
田
原
）

同
　

大
石
孝
司
（
相
模
原
）

同
　

監
物
庄
二
（
大

和
）

同
　

佐
藤
広
章
（
厚

木
）

同
　

猪
俣
壽
久
（
伊
勢
原
）

同
　

久
保
田
和
男
（
秦

野
）

同
　

早
川　

誠
（
青
年
部
）

監

事　

加
藤
愼
悟
（
鎌

倉
）

同
　

海
藤
定
吉
（
港

北
）

同
　

沼
田
邦
夫
（

西

）

顧

問　

櫻
井
俊
雄
（
戸

塚
）

相
談
役　

早
川
良
夫
（
厚

木
）

同
　

歌
川　

明
（
港

北
）

事
務
局
長　

深
澤
光
雄

事
務
局
員　

西
澤
美
と
り

＝＝＝組合員紹介ページ制作のお願い＝＝＝
組合ホームページがリニューアルし、12月に公開になりました。ぜひ、ご覧下さい。

HPアドレス　http://www.kanabankin.jp
　ホームページ内に組合員様の紹介ページを1ページ掲載する仕組み
を設けました。ホームページは持ちたいが費用や手間が大変と思っていた組合
員様に、簡易的なホームページを提供しております。組合員様の紹介ペー
ジが加わることで、神奈川県板金工業組合のホームページの厚みが増して重要
視されるようになりますので、以下の事項をお読みの上、申し込みいただきま
すようお願いいたします。

※自社ホームページのある場合は、そこに誘導する窓口になるのでお申込み
　ください。

１．組合員紹介 1ページ制作費　金 2.2 万円 /1 社
　　（最初の費用のみで、以後は費用発生しません）

２．会社概要・施工事例写真・地図等を掲載

３．Eメール対応可能な場合は、Eメールアドレスを掲載

４．専用の FAXお問合わせ用紙を掲載

５．名刺や電話帳広告・看板に、
　　http://www.kanabankin.jp/xxxx/ と表示できます
　　※ xxxx は、組合員様のローマ字表記

お申し込み・詳細は県事務局 TEL 045－662－2164 まで 

（1）　　第100号 平成 30年 9月 1日

発　　行　　所
神奈川県板金工業組合
横浜市中区吉浜町１－９
エトアール吉浜 504

〒 231‒0024　☎ 045 ‒ 662 ‒ 2164
発 行 人　村 田 隆 男
編 集 人　広報委員会
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平
成
三
十
年
五
月
十
七

日
、
宮
城
県
仙
台
市
「
夢

メ
ッ
セ
み
や
ぎ
」
に
お
い
て

本
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
総
勢
三
五
〇
〇
名
の
組

合
員
・
関
係
者
な
ど
が
集
結

し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
か
ら
は
、
村
田

理
事
長
を
は
じ
め
六
十
三
名

が
参
加
し
た
。
熊
谷
宮
城
県

板
金
組
合
理
事
長
の
歓
迎
の

辞
を
先
頭
に
、
石
本
全
板
理

事
長
の
挨
拶
と
続
い
た
、
石

破
茂
議
員
（
連
盟
会
長
）
は

じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
か
ら

の
祝
辞
も
頂
き
、
よ
り
盛
況

に
進
行
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
熊
谷
宮
城
県
理

事
長
の
東
北
大
震
災
か
ら
の

復
興
と
協
力
し
て
頂
い
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

涙
な
が
ら
に
語
る
姿
に
は
、

皆
感
動
を
隠
さ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
か
ら
八
月
三
日
が

「
建
築
板
金
の
日
」
に
制
定

さ
れ
、
よ
り
組
合
員
の
結
束

が
強
く
高
ま
っ
て
ゆ
く
事
が

き
た
い
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
の
表
彰
式
に
は

神
奈
川
県
か
ら
二
木
哲
也

（
茅
ヶ
崎
支
部
）・
伊
藤
祐

吉
（
南
支
部
）
の
両
名
が

「
功
労
賞
」
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
閉
会
の
辞
と
万
歳
三

唱
が
お
こ
な
わ
れ
、
二
時
間

余
り
に
わ
た
る
式
典
が
終
了

し
た
。

　

今
回
の
神
奈
川
県
板
金

組
合
員
団
は
二
泊
三
日
の

行
程
で
親
睦
旅
行
を
兼
ね
、

二
十
六
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
日
目
は
、
世
界
文
化
遺

産
の
平
泉
中
尊
寺
な
ど
を

見
学
、
郷
土
料
理
な
ど
を

た
ん
の
う
し
、
仙
台
で
も

温
泉
で
有
名
な
秋
保
温
泉

に
宿
泊
、
二
日
目
は
、
大
会

終
了
後
、
杜
の
海
水
族
館
な

ど
を
巡
っ
て
、
日
本
三
景
の

一
つ
松
島
湾
を
見
下
ろ
す
高

台
に
位
置
す
る
、
天
皇
陛
下

も
宿
泊
さ
れ
た
ホ
テ
ル
大
観

荘
に
宿
泊
、
翌
日
最
終
日

は
、
有
名
な
五
大
堂
や
、
松

島
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
に
て

瑞
巌
寺
を
見
学
、
松
島
湾
観

光
船
で
塩

港
へ
、
笹
か
ま

工
場
見
学
と
昼
食
を
と
り

石
神
社
参
拝
後
、
仙
台
駅
よ

り
新
幹
線
に
て
帰
宅
の
途
に

着
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
も
観
光
や
食

事
、
宴
会
や
バ
ス
内
で
の
心

づ
く
し
な
ど
、
執
行
部
、
役

員
さ
ま
方
の
心
く
ば
り
に

は
、
同
行
し
た
み
な
さ
ん

も
、
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
来
年
の
高
知
大

会
に
は
よ
り
多
く
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
も
、
是
非
参
加
さ

れ
た
ほ
う
が
好
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
高

知
大
会
が
楽
し
み
で
す
。

第
七
十
回

全
国
板
金
業
者
大
会
⌲
宮
城
大
会
⌳

第
七
十
回

全
国
板
金
業
者
大
会
⌲
宮
城
大
会
⌳

総
合
テ
ー
マ
「
復
興
か
ら
再
生
へ
今
い
ち
ど
度
建
築
板
金
の
力
で
!
」

総
合
テ
ー
マ
「
復
興
か
ら
再
生
へ
今
い
ち
ど
度
建
築
板
金
の
力
で
!
」

第
七
十
回

全
国
板
金
業
者
大
会
⌲
宮
城
大
会
⌳

第
七
十
回

全
国
板
金
業
者
大
会
⌲
宮
城
大
会
⌳

第
七
十
回

全
国
板
金
業
者
大
会
⌲
宮
城
大
会
⌳

第
七
十
回

全
国
板
金
業
者
大
会
⌲
宮
城
大
会
⌳

　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
二

日（
日
）
一
昨
年
行
わ
れ
た

厚
木
三
川
合
流
点
に
於
い

て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
は
、
異
常
気
象
の
せ

い
か
、
も
の
凄
い
暑
さ
の

中
、
一
三
〇
名
の
参
加
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
来
賓
に
は

堀
江
県
議
会
議
員
、
小
林
厚

木
市
長
な
ど
大
勢
の
方
々
に

お
越
し
頂
き
、
祝
辞
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。
大
会
に
先

立
ち
村
田
理
事
長
の
挨
拶
、

市
川
副
理
事
長
の
大
会
発
令

の
御
発
声
で
大
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
ビ
ー
ル
や
鮎

の
塩
焼
き
、
そ
し
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
盛
り
沢
山
で
参
加

者
達
は
料
理
を
美
味
し
そ
う

に
食
べ
、
と
て
も
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。
ま
た
、
子

供
達
は
鮎
の
掴
み
ど
り
、
ス

イ
カ
割
、
そ
し
て
お
菓
子
や

カ
ブ
ト
虫
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
、
皆
楽
し
そ
う
な

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
大
会
の
準

備
を
し
て
頂
い
た
厚
木
支
部

や
青
年
部
の
皆
さ
ん
、
そ
の

他
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
少
し
残
念
な
事
が

有
り
、
参
加
者
一
人
が
熱
中

症
の
た
め
に
救
急
搬
送
さ
れ

た
の
で
す
が
、
幸
い
に
も
症

状
が
軽
く
、
大
会
が
終
わ
る

頃
に
は
元
気
そ
う
に
戻
っ
て

来
ら
れ
た
の
で
安
心
し
ま
し

た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

第
三
十
回

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
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新
た
な
年
度
の
ス
タ
ー
ト

事
業
と
し
て
、
四
月
六
日

（
金
）
沼
津
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
二
十
六
名
の
組

合
員
が
参
加
し
開
催
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
霧
が
出
て
い

て
ボ
ー
ル
の
行
方
が
見
に
く

い
天
候
で
し
た
が
、
間
も
な

く
霧
も
晴
れ
あ
が
り
気
持
ち

の
良
い
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
者
は
、
組

合
入
会
直
後
か
ら
大
型
新

人
と
し
て
期
待
さ
れ
た

大
和
支
部
の
地
葉
博
幸
さ

ん
で
、
グ
ロ
ス
八
十
七

（
伊
豆
四
十
八
・
駿
河

三
十
九
）
と
い
う

素
晴
ら
し
い
ス
コ

ア
で
し
た
。　

お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
‼

　

次
回
は
、
十
月

開
催
予
定
で
す
。

多
数
の
参
加
を
、

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

七
月
二
十
四
日（
火
）・

二
十
五
日（
水
）
の
二
日
間

に
渡
り
、
今
年
も
「
パ
シ
フ

イ
コ
横
浜
」
展
示
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
各
技
能
職
五
十
五

団
体
参
加
に
よ
る
「
技
能
体

験
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
子
供
た

ち
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ

の
催
し
も
年
々
人
気
が
上

が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
今
年

は
二
日
間
で
二
万
三
千
人
近

く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

各
団
体
と
も
体
験
希
望
者

が
多
く
、
抽
選
に
よ
る
実
技

体
験
が
実
施
さ
れ
、
子
供
た

ち
の
中
に
は
い
く
つ
も
の
業

種
に
申
し
込
ん
で
、
楽
し
ん

で
作
品
を
制
作
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

神
奈
川
県
板
で
は
、
銅
板

に
「
文
字
の
レ
リ
ー
フ
」
一

文
字
を
何
種
類
か
用
意
し
、

子
供
た
ち
に
選
ん
で
も
ら

い
、
体
験
制
作
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
神
奈
川
県
板
で
の

参
加
定
員
は
、
一
日
百
名
、

二
日
間
で
二
百
名
の
子
供
に

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
村
田
理
事
長
を

筆
頭
に
、
事
務
局
を
含
め
、

一
日
十
名
程
度
の
ス
タ
ッ

フ
で
、
子
供
た
ち
を
指
導

し
ま
し
た
が
、
本
当
に
講

師
の
皆
さ
ん

大
忙
し
で
、

少
々
ス
タ
ッ

フ
の
人
数
が

不
足
し
て
い

た
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　

し
か
し
な

が
ら
、
出
来

上
が
っ
た
作

品
が
思
い
の

ほ
か
素
晴
ら

し
い
出
来
上

　

平
成
三
十
年
七
月
十
三
日

（
金
）
神
奈
川
県
立
産
業
技

術
短
期
大
学
校
西
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
例
年
の
よ
う

に
技
能
検
定
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時

ま
で
、
今
回
一
級
八
名　

二

級
三
名
の
受
験
者
で
す
。

　

今
年
は
猛
烈
な
暑
さ
が
続

き
試
験
会
場
の
中
も
地
獄
の

よ
う
な
暑
さ
に
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん

吹
き
出
す
汗
を

ぬ
ぐ
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。 平

成
三
十
年
度

平
成
三
十
年
度

 

技
能
検
定
実
技
試
験

技
能
検
定
実
技
試
験

が
り
に
、
子
供
た
ち
も
大
変

喜
ん
で
い
た
様
子
に
、
ス

タ
ッ
フ
も
苦
労
の
甲
斐
が
あ

つ
た
よ
う
で
す
。
な
か
で

も
「
来
年
も
ま

た
来
ま
す
」
と

言
っ
て
下
さ
っ

た
父
兄
も
い

て
、
来
年
の
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に

も
ま
た
、
よ
り
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か
な
が
わ

か
な
が
わ  

し
ご
と

し
ご
と
・・
技
能
技
能

  
体
験
フ
エ
ス
タ
二
〇
一
八  

開
催

主
催
：
か
な
が
わ
技
能
振
興
コ
ー
ナ
ー（
神
奈
川
県
職
業
能
力
開
発
協
会
）

協
力
：
神
奈
川
名
工
会
・
神
奈
川
県
技
能
士
会
連
合
会

第
十
六
回

　

三
月
十
八
日（
日
）
県
板

事
務
所
に
て
、
第
三
十
三
回

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

来
賓
と
し
て
市
川
副
理
事

長
・
萩
原
理
事
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
議
長
に
厚
木
文
部

の
市
川
さ
ん
が
選
出
さ
れ
一

時
間
程
で
議
案
書
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
市
川
副
理

事
長
・
萩
原
理
事
と
部
員
同

上
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
四
名
の
仲
間
に

加
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。

宮
本
辰
夫
さ
ん（
藤
沢
支
部
）

河
原
大
貴
さ
ん（
磯
子
支
部
）

永
徳　

太
さ
ん（
大
和
支
部
）

監
物
公
生
さ
ん（
大
和
文
部
）

青
年
部

第
三
十
三
回

第
三
十
三
回

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催











































―

建
設
現
場
へ

Ｇ
Ｏ

―

建
設
現
場
へ

Ｇ
Ｏ
！！

――

み
な
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。
良
い
結
果
が
届
き
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

第
四
十
回
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
が
二
月
二
十
四
日

（
土
）・
二
十
五
日
（
日
）
の

両
日
、
富
士
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
建
築

技
術
の
部
十
四
名　

技
能
競

技
の
部
四
十
五
名
が
出
場
。

　

技
能
競
技
の
部
に
監
物
太

一
さ
ん
が
出
場
し
た
。
課
題

は
「
水
差
し
」
朝
８
時
か
ら

競
技
開
始
、
制
限
時
間
４
時

間
の
中
、
監
物
選
手
も
限
ら

れ
た
時
間
で
作
品
を
完
成
さ

せ
よ
う
と
頑
張
り
ま
し
た

が
…
惜
し
く
も
制
限
時
間

に
な
り
未
完
成
で
失

格
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

昨
年
が
初
出
場

で
７
位
。
今
年
は

も
し
か
す
る
と
？

と
周
囲
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

監
物
選
手
も
「
次
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第
四
十
回

第
四
十
回

全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
技
能
競
技
の
部
に

全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
技
能
競
技
の
部
に

  

監
物
太
一
さ
ん（
大
和
支
部
）
出
場
!

監
物
太
一
さ
ん（
大
和
支
部
）
出
場
!

回
が
ん
ば
り
ま
す
!
」
と
リ

ベ
ン
ジ
に
燃
え
て
い
ま
す
。

良
い
体
験
が
提
供
出
来
る
よ

う
、
理
事
長
は
じ
め
講
師
の

皆
さ
ん
も
意
欲
を
盛
ん
に
し

た
よ
う
で
す
。

　

来
年
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
ぜ
ひ
組
合
員
の
ご
家
族

の
方
々
に
も
ご
紹
介
頂
い
た

ら
、
お
子
様
が
た
の
夏
休
み

の
自
由
研
究
に
は
う
っ
て
つ

け
の
作
品
に
な
る
事
は
間
違

い
な
し
!
お
勧
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

平
成
三
十
年
二
月
二
十
四

日（
土
）
か
な
が
わ
労
働
プ

ラ
ザ
に
於
い
て
、
プ
ラ
ザ

フ
ェ
ス
タ
（
か
な
が
わ
労
働

プ
ラ
ザ
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

板
金
は
じ
め
、
調
理
、
左

官
、
印
鑑
な
ど
十
三
団
体
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
板
で
は
、「
も

の
づ
く
り
体
験
教
室
」
に
於

い
て
、
子
供
た
ち
を
対
象
と

し
た
銅
板
に
よ
る
表
札
や
漢

字
の
レ
リ
ー
フ
づ
く
り
な
ど

第
十
二
回

第
十
二
回

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

を
行
い
、
二
十
二
名
が
参
加

し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
が
、
マ

イ
ス
タ
ー
や
技
能
振
興
の
皆

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
皆
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

色
付
け
さ
れ
た
作
品
が

戻
っ
て
く
る
と
、「
ま
あ
ー

き
れ
い
」
等
と
、
自
分
で

作
っ
た
作
品
に
喜
び
の
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
皆
嬉
し

そ
う
に
抱
え
て
持
ち
帰
る
姿

が
印
象
的
な
一
目
で
し
た
。

第
十
二
回

第
十
二
回

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

平
成
三
十
年
度

平
成
三
十
年
度

  

技
能
検
定
実
技
試
験

技
能
検
定
実
技
試
験

　

平
成
三
十
年
三
月
六
日

（
火
）・
七
日（
水
）
の
二
日

間
、
神
奈
川
県
労
働
プ
ラ
ザ

四
階
第
十
一
研
修
室
に
お

い
て
「
職
長
・
安
全
衛
生
責

任
者
教
育
」
の
講
習
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
県
災
防
協
会
神

奈
川
支
部
よ
り
上
田
春
彦

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
の
実
施

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
の
実
施

氏
を
迎
え
、
二
日
間
に
わ
た

り
、
講
義
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
組
合
員

二
十
六
名
が
参
加
し
、
朝
九

時
三
十
分
よ
り
十
六
時
三
十

分
ま
で
、
充
実
し
た
講
義
内

容
に
受
講
者
の
皆
さ
ん
も
と

て
も
真
剣
に
講
義
を
受
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
九

日（
日
）
横
浜
市
技
能
文
化

会
館
に
お
い
て
、
十
一
団
体

一
〇
〇
人
の
職
人
さ
ん
が
先

生
と
し
て
、
今
年
は
九
三
四

名
の
子
供
た
ち
が
、
職
人
体

験
に
参
加
。

　

来
場
者
は
、
一
九
〇
〇
名

　

平
成
三
十
年
二
月
一
日

（
木
）
に
行
い
ま
し
た
。
六

浦
中
学
は
今
回
で
二
回
目

の
実
施
で
す
。

　

石
本
氏
よ
り
建
築
板
金
に

つ
い
て
の
講
話
が
有
り
、
生

徒
達
に
も
わ
か
り
易
く
、
理

解
で
き
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
屋
根
の
模
型
を

使
い
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
生
徒
達
に
も
釘
を
打

つ
な
ど
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
文
字
の
銅
板

レ
リ
ー
フ
制
作
を
行
い
出

来
上
が
っ
た
作
品
に
感
動

し
、
大
変
喜
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

　

マ
イ
ス
タ
ー
の
皆
様
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

横
浜
市

匠
の
小
学
校
開
催

も
の
づ
く
り
魅
力
発
信
講
座

も
の
づ
く
り
魅
力
発
信
講
座

横
浜
市
立
六
浦
中
学
校

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
の
実
施

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
の
実
施

に
上
り
、
過
去
最
高
の
来
場

人
数
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
日
参
加
の
体
験
も
大
人

気
と
の
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど

の
体
験
が
満
席
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
皆
さ
ん
来
年
も
ま

た
体
験
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

も
の
づ
く
り
魅
力
発
信
講
座

も
の
づ
く
り
魅
力
発
信
講
座

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（3）　　第100号 平成 30年 9月 1日
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編
集
後
記

編
集
後
記

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

第
一
〇
一
回

第
一
〇
一
回

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

　

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日

十
六
時
よ
り
ホ
テ
ル
メ
ル
パ

ル
ク
横
浜
で
、
司
会
の
高
橋

理
事
（
中
支
部
）
に
て
進
行

さ
れ
、
議
長
に
𡈽
田
理
事

（
金
沢
支
部
）
が
指
名
さ
れ
、

一
号
議
案
〜
四
号
議
案
ま
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
五
号
議
案
役
員
改
選
で

は
、
今
年
は
役
員
改
選
の

年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
三
月
に
斎
藤
会
長
が
体

調
不
良
で
辞
任
の
た
め
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
候

補
に
見
留
副
会
長
（
保
土
ヶ

谷
支
部
）、
副
会
長
候
補
に

石
本
理
事
（
西
支
部
）
が
立

侯
補
し
、
満
場
一
致
で
承
認

川
崎
支
部

 

後
藤
力
也

後
藤
板
金
工
業

藤
沢
支
部

 

宮
本
辰
夫辰

小
田
原
支
部

 

平
野
幸
祐

ヒ
ラ
ノ
ル
ー
フ
サ
ー
ビ
ス

皆
さ
ん
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

　

今
回
の
県
板
新
聞
の
作

成
に
当
り
執
行
部
の
皆
様
及

び
各
委
員
会
・
各
支
部
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
り
良
い
広
報
誌
作
り

に
心
掛
け
て
い
こ
う
と
お

も
い
ま
す
。

執
行
部
広
報
担
当

 

山
本　

均

広
報
委
員
長

 

伊
藤
祐
吉

広
報
副
委
員
長

 

島
永
義
治

広

報

委

員

 

市
川　

満

 

猪
俣
寿
久

 

高
橋　

良

【
日
時
】

平
成
三
十
年

　

五
月
二
十
六
日（
土
）〜

 

五
月
二
十
七
日（
日
）

　

二
十
六
日　

午
前
十
時
〜

 

午
後
五
時

　

二
十
七
日　

午
前
十
時
〜

 

午
後
四
時

【
場
所
】

藤
沢
市
民
会
館

 

第
一
展
示
ホ
ー
ル

前
庭
広
場
周
辺
通
路
・

 

旧
近
藤
邸
前

【
参
加
団
体
数
】

　
二
十
六
日（
土
）
十
団
体

　
二
十
七
日（
日
）
十
一
団
体

【
開
会
の
あ
い
さ
つ
】

　

増
田
実
行
委
員
会
会
長

【
来
場
者
数
】

 

一
日
目
三
二
，〇
〇
〇
人

 

二
日
目
三
六
，〇
〇
〇
人

 

計
六
八
，〇
〇
〇
人

　

藤
沢
板
金
組
合

で
は
体
験
教
室
、

銅
板
表
札
づ
く
り

な
ど
が
行
な
わ

れ
、
体
験
者
の

皆
様
方
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い

ら
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス
タ

ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス
タ

ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス
タ

ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス
タ

ふ
じ
さ
わ

ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス
タ

産
業
フ
ェ
ス
タ

二
〇
一
八
技
能
ま
つ
り

二
〇
一
八
技
能
ま
つ
り

資材のご注文は鉄二協会員金物店に!!
現場で資材を不足した場合、鉄二協の材料店マップ（地図掲載）を活用し、

お近くのお店をご利用ください。

会 社 名 代 表 者 〒 所 在 地 T E L F A X

（有）近 藤 商 店 宮 崎 英 雄 244－0804 横浜市戸塚区前田町74 045-822-1121 045-822-1745

（株）志 水 商 店 志 水 勝 哉 211－0025 川崎市中原区木月4-1-10 044-411-3151 044-433-1567

（株）鈴 鹿 商 店 鈴 鹿 聰 平 232－0016 横浜市南区宮元町2-26 045-741-4114 045-731-2841

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 英 治 230－0012 横浜市鶴見区下末吉1-2-15 045-581-0521 045-581-0523

（株）髙　　　　木 佐 藤 正 憲 221－0812 横浜市神奈川区平川町22-6 045-481-3725 045-481-3625

（株）髙木琴次商店 古 家 恒 雄 232－0072 横浜市南区永田東2-1-23 045-711-1122 045-711-1105

（株）中　　　　島 中 島 貴 裕 247－0009 横浜市栄区鍛冶ヶ谷2-42-20 045-894-2222 045-894-2224

やねやね社サカイ 酒 井 寿 弘 233－0013 横浜市港南区丸山台2-39-11 045-844-3301 045-844-3303

長谷川金物（株）佐 藤 直 司 247－0055 鎌倉市小袋谷2-15-13 0467-46-3191 0467-47-4539

（有）浜口金物店 浜 口　 昭 238－0043 横須賀市坂本町1-32 0468-25-3338 0468-26-0852

（有）丸 八 商 店 林　 弘 喜 237－0064 横須賀市追浜町1-35 0468-65-3578 0468-65-2048

相 武 興 業（株）磯 崎 元 臣 252－0236 相模原市中央区富士見1-6-4 042-752-2341 042-755-4814

（株）平 野 屋 平 本 勝 哉 194－0013 町田市原町田5-7-21 042-722-2057 042-725-4913

（株）富　　　　士 宇 井　 崇 242－0018 大和市深見西6-3-5 046-264-3441 046-263-0635

（株）丸 子 商 事 佐 藤 順 子 246－0005 横浜市瀬谷区竹村町3-33 045-306-0591 045-306-0593

（株）中 村 商 会 中 村 善 成 243－0815 厚木市妻田西3-1-22 046-224-0457 046-224-0434

安 斎 商 店 安 斎 庸 康 243－0805 厚木市中依知82 046-245-2312 046-245-6663

（有）内 田 商 店 内 田 健 一 253－0028 茅ケ崎市出口町6-27 0467-86-3823 0467-86-1149

（株）江 成 商 店 江 成　 孝 254－0018 平塚市東真土1-7-11 0463-55-1913 0463-55-1703

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 洋 一 250－0863 小田原市飯泉69 0465-48-0955 0465-48-0957

（株）星崎仲吉商店 星 崎 信 幸 250－0001 小田原市扇町2-27-21 0465-34-2718 0465-35-6854

　

平
成
三
十
年
二
月

十
八
日
か
ら
十
九
日
に
、

二
十
一
名
が
参
加
し
て
伊

豆
稲
取
温
泉
に
一
泊
二
日

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
横
浜
駅
東
口

に
集
合
し
て
、
観
光
バ
ス

さ
れ
議
案
の
審
議
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
を
代
表

し
て
県
板
の
村
田
理
事

長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
伊
藤
副
会
長
（
南
支

部
）
の
閉
会
の
言
葉
で
第

一
〇
一
回
通
常
総
代
会
は

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
五
時
よ
り
ホ

テ
ル
最
上
階
レ
イ
ン
ボ
ー

の
間
で
、
横
浜
港
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
お
酒
と

食
事
と
楽
し
い
歌
で
お
お

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

親
睦
旅
行
会

親
睦
旅
行
会

で
河
津
桜
ま
つ
り
会
場
を

め
ぎ
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
昼
食
を
と
り
、
三
時

す
ぎ
に
会
場
に
到
着
し
桜

並
木
を
散
策
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
見
頃
の
時
期
に
は

少
し
早
か
っ
た
よ
う
で
、

河
津
桜
は
一
部
咲
き
で

し
た
。

　

翌
日
は
、
浄
蓮
の
滝

を
見
学
、
修
善
寺
を
お

参
り
し
、
韮
山
反
射
炉

で
昼
食
を
と
り
、
沼
津

ひ
も
の
セ
ン
タ
ー
で
買

い
物
を
し
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　

幹
事
の
南
支
部
の
み

な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

訃　

報

相
模
原
支
部

柿
澤
板
金
工
業
所

　

柿
澤
義
夫

（
享
年
八
十
二
歳
）

新
規
加
入
者
紹
介

新
規
加
入
者
紹
介

第100号　　（4）平成 30年 9月 1日


